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Abstract

　 The 　purpose　of　this　study 　was 　to　investigate　activity 　fitness　 Qf　daily　Iiving　of　elderly 　women 　in

Korea，　 The 　 subjccts 　 wcre 　253elderly　 worrLerl 　 ranging 　 in　 age 　 from　 65　to　84　years ．　 Twenty 　 items

reiated 　to　the　 activity 　fitness　 Df　daily　 hvillg　 were 盤 easured ，　The　 Pearsoゴs　correlation 　 coefficients

between　 the　 performance　test　items　 and 　 age 　 were 　 significant （P〈 α05）and 　the　 score 　 of　 all　 items

remarkably 　decreased　 with 　 advancillg 　 age ．　In　 order 　 to　 extract 　 activity 　fitness　 of　daHy　living，　 the

prillcipa蓋 component 　 analysis 　 was 　 applied 　 to　 the　 20× 20　 correlation 　 matrix ，　 The　 first　 principal
component 　 was 　interpreted　 as 　fundamental　 activity 　fitness（FAF ）of　daHy 正iving，　The 　results 　 of 　the

comparison 　 clearly 三ndicated 　that　the　75〜79　 and 　80 − 84　age 　groups 　 were 　inferiQr　in　FAF 　of 　daily

living，　 Furthermore，　in　 order 　 to　 analyz6 亡he　factorial　 structure 　 of　these　 elderly 　 women ，　 extracted

factors　were 　rotated 　 with 　norlna 正varimax 　criterion ．　The　activity 　fitness（AF ）of　dany　living　were

categorized 　 to　 7　 factors； muscular 　 strength 　 and 　 movement 　 of　the　 whole 　body，　flexibility，　 balance、
coordination 　of　upper 　limbs，　agihty 　of　upper 　and 　lower　limbs，　endurance ，　and 　reaction 　time．　Results
of　 the　 comparison 　 of　AF 　 factors　 showed 　 that　 a　decline　 with 　 advancing 　 age　 was 　 significant　for
musoular 　 strength 　and 　movement 　 of　 the　whole 　body．　 The　prediction 　equations 　 of　 FAF 　were

developed　 using 　mu 正tiple　 regress 孟on 　analyses ．　Results　indicated　that　8　 selected 　items　fronエ 7factors
were 　s喀nificant　 predictors　 of　the　 dependent　 variable 　FAF 「EquaUy 　c童arified　was 　that　30f 　our 　8

items　could 　be　excluded ，　whne 　still　yielding　comparable 　precision　in　predicting　FAF ，　On　the　basis　of

all　our 　 ana 墨yses　 and 　 considering 　the　practicability　 of　the　 measurement ，　 we 　 recommend 　the　equation
FAFS ＝1．504 ×1

− 0，838 ×2
− 0．489 ×3

− 0、363 ×4
− 0，686 ×5 十 68，71，　 w 重th　all　R ＝0850 ；where 　FAFS ＝

fundamental 　activity　fitness　score ，　Xl＝arm 　cllr ［，　X2＝walking 　around 　two 　chairs 　in　a　ngure　8，　X3 ＝

one 　foot　tapping　in　a　sitting　position，　X4＝sit　and 　reach ，　X5＝carrying 　beans　using 　chopsticks 、　which
can 　pred至ct　FAF 　 with 　hlgh　precision　ill　elderly 　Korcan　worncn 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jpn，　J，　Phys．　Fimess　Sports　Med ，1997，46 ：355〜364）
key 　wOrds ； elderly 　 women ，　activ正しy　fitness，　principa！component 　analysis，　factor　structure ，　pred正c−

　　 　　　 tion　equation

正，序 論

　韓 国 も 日本 と 同様 に 高齢化 が ます ま す進 む

中
5）

， 日常生活にお い て元気 で た くま しい 老人 ，

自立 で きる老人の 数 を増やす施策の 充実が 叫ばれ

て い る．特に，福祉施設の拡充や高齢者の 介護に

必要な人的資源 をどの よ うに確保する の か など高

齢社会の到来に備え て 解決すべ き課題 は山積して

い る．こ の ような社会の 中で 生活 を続け る高齢者

に とっ て健康的で 活力ある 日常生活を送 る こ とが

で き，人生 の 最終段階を生 きが い をも っ て 過 ごす

とい うの が最 も大切で あろ う．

　高齢者に 関する今 日まで の研究は，虚弱者や有

疾患者の 日常生活に関わ る活動能力（activities 。f

daily　living：ADL ＞を評価 する 指標 の 開発
8’15118「

20）
，健常な高齢者の 生 活体力 を評価す る ため の
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測定法
2 ・6）

， 基礎 体力や 活動能力 を評価する組テ

ス トの 作成
7・9）

，加齢 に伴 う諸機能の 低下
3’14’23）

，

老化度を評価する指標の 作成
1°’17・25 ）

など さまざ

まで ある．こ の よ うに ， 高齢化が進 んで い る先進

諸国で はか な りの 情報が蓄積 され，高齢福祉改善

や総合的な行政 施策ある い は社会環境 を整備す る

ときに有効 に活用 され て い る と 思 われ る．

　韓国は先進国の 仲間入 りを果た し，高齢化が進

んで い るに もかかわ らず， 老後や高齢福祉に関す

る研究 は い ま ス ター ト時点 に さ しか か っ た ば か り

であ り，高齢者に関する資料が 十分 に蓄積 され て

い な い の が現状 で ある
22）． した が っ て ，高齢者

に関す る多方面か らの 有用 な情報蓄積が 強 く要求

され る時期で ある とい えよう．つ ま り，高齢福祉

施設や 政策の 整備 と同時に，高齢者の 実態や現象

を把握する基礎的な研究，日常生 活における活動

能力 の 自立 を高める ため に活用可能な運動 プロ グ

ラ ム の 開発等，広 い 範囲で の 詳細 な検討が必要で

ある と思 われ る．

　 こ の よ うな観点か ら ， 本研究で は まず高齢者が

日常生活を安全にか つ 効率よ く暮 らすた め に要求

され る身体的な能力 を活動体力と考え ， そ の 活動

体力 を支 える 最 も基礎的な能力を「基礎活動体力 」

と定義 した うえ で ，活動体力 は高齢者用 の パ

フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トか ら捉える こ とが可 能で あ

り， 基礎活動体力は下位構成要素の
一

次式で表わ

す こ とが 可能で ある とい う仮説を立て て 分析を進

め る こ とに した．こ の仮説 を基に ， 韓国高齢女性

に お い て は身体 的能力が加齢 に伴 っ て ど の ような

変化パ タ
ー

ン と特徴 を示す の か を明 らか にするた

め に ， （1）測定項 目， 基礎 活動体力 ， 活動体力 を

構成する要素の 加齢に伴 う変化を検討する こ と，

（2）基礎活動体力を推定する式を作成 する こ と の

2 点 を 目的 と した．

∬．方 法

　 A ．対　象

　韓 国晋州市 内に在住す る 65− 84歳 の 高齢女性

253 名（65− 69歳 ：75名 ， 70− 74歳 ：93名， 75− 79

歳 ：51名，80− 84歳 ：34名）で あ り，対象者は市

運営福祉会館を 日頃利用 する者と，低所得者を対

象と した ア パ
ー

トに 在住する 高齢者 で ある． しか

し，本研究に参加 した高齢者は測定現場 ま で 自ら

足 を運ん だ者が大多数で ， 要介護の水準の 高齢者

は含まれ て い ない とい う対象者の制約が あ り， 本

研究で 与 えられ た課題の 遂行 に支障の な い 健常高

齢者で ある．測定は 平成 8 年 10月 1 日
〜31日に行

な っ た．

　 B ．測定項 目お よび方法

　　 1．体　格

　　　　身長， 体重

　　 2．皮下脂肪厚

　　　　上腕三 頭筋部，肩 甲骨下部

　　 3．血圧 ， 心拍数，肺活量

　　 4．活動体力

　　　 1）測定項目お よび測定方法

　高齢者の 日常生活にお ける活動体力 を把握す る

た め に 用 い た測定項 目は，多数の 先行文tu2，6・9）

を参考 に して ， 妥 当性 ・信頼性
4〕
が 認め られ る こ

と，かつ 安全性 を考慮 したうえで選択 した．

　握力，落下棒反応，足の タ ッ ピ ン グ，手の ひ ら

タ ッ ピ ン グ ， 閉眼片足立ち ， 開眼片足立ち ， 立位

体前屈，長座位体前屈，膝関節筋持久力，上腕屈

伸力 ， 起立動作時間，
8 の 字歩行 ， 豆 運 び ，

ペ

グ移動，上 肢 挙上 角，下肢 挙上 高，Functional

Reach の 17項目の 測定法は前tMli）と同
一

で ある．

　椅子 の 座 り立 ち ：椅子に座 り， 合図 に よっ て

まっ す ぐに立 ち上が っ て
， すば や く座 る．こ の動

作 を10秒 間反復 し，行なっ た数を記録 した、測定

は 2 回実施 した ．

　10m 速歩 ：平坦 な地面 に 10m 直線を引い て ，

直線の上 を速歩で 歩 い た時間を2回測定 した．

　息こ らえ ：椅子 に座 り安静状態で 深呼吸 を 2 〜

3 回繰 り返 した 後，息を大きく吸 っ て 止め る と同

時 に指で 鼻 をつ まみ，最大息 こ らえ時間を計測 し

た．最長時間 は60秒 と した．

　 C ．資料処理

　測定項目別 に平均値と標準偏差 を求め，年齢群

間の 有意差 を検討す る ため に分散 分析 を実施 し

た．測定項 目か ら基礎活動体力を抽出するため に

主 成分分析 を行 ない ，回転前 の 第 1主成分 を基礎

活動体力 と定義した．活動体力の 構成要素 （因子

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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構造）を検討する ため に，主成分分析 に よ っ て抽

出した因子 を N 。rmal 　Varimax基準 に よ り直交回

転 を施 した．基礎活動体力を推定す る式を作成す

るため に ， 回転 前の 第 1 主成分 を従属変数に設定

し，抽 出された各因子 の代表項 目を説明変数 と し

て 重回帰分析 を行 な っ た．統計 的 な有意水 準は

5 ％（P 〈 O．05）と した．

矼．結 果

　 A ．体格の 比較

　表 1 に は，体格お よび各種測定値の 年齢群 問の

変化を示 した．分散分析の 結果 ， 身長 ， 体重，皮

下脂肪厚（上腕三頭筋部 ， 肩甲骨下 部）， 脊柱角度 ，

肺活量の 6 項目で は有意差 （P 〈 0．05）が認 め ら

れ ， 加齢 とともに低下する傾向が見 られ た．しか

し，血圧 （拡張 ・収縮期），心拍数は年齢群問に有

意差が見 られ なか っ た．

　 B ．測定項 目 の比較

　表 2 には，活動体力 を推定する測定項目に つ い

て ，加齢に伴 う平均値の 変化，多重比較お よ び年

齢 との 相関 を示 した．まず，年齢群問に お ける 平

均値 の 変化 を調べ るため に分散分析 を行な っ た．

足の タ ッ ピン グ， 息こ らえの 2 項 目を除 い たすべ

て の 項 目に つ い て F 値が 有意 （P ＜ 0。05）で あ っ

た．年齢 との 相 関は
，

r＝− O．ll （足 の タ ッ ピ ン グ）
−

r
＝O．51（8 の 字歩行）の 範囲 と して，すべ て の

項目で 有意（P＜ 0．05＞で あ っ た．

　 C 。活動体力の 比較

　　 1．基礎活動体力の 抽出

　表 3 は ， 20項目間の相関行列に主成分分析を適

Tab 互e　 l．　 Physical　 characteristics 　 of 　 subjects 「

　 　 　 　 Age 　　　　　65−69
N．　 urnber 　ofsub

「
eCtS 　　　　　 76

70−7493 75−7951 80−8434
　 　 　 F−value 　 Multi　 le　com 　 arison

Helght（om ）　　　　　　　　　　 150、6 ± 399
Weight 〔kg）　　　　　　　　　 55、7 ± 677
Triceps　Skinfold（lnm ）　　　　　　　　　 18、O　± 4、87
Subscapular　Skinf〔｝且d （mm ＞　　　　　 21．7　LJ二 5．SS
Degree　of　supine （deg）　　　　　　 201．9 ± 6．68
SyStelic　bleod　pressure（mmHg ）　 13〔｝．8 ± 17，ll
Diastolic　blood　pressure（mmHg 〕　 81．3 ± 1L38

Heart　rate （b／min ）　　　　　　　　　 75．7 士 夏0．92
Vital　ca 　ac覚　（m1 ）　　　　　　　　　　　1544．8　±　5045

149．2　± 5．31
52．9 ± 8．14

　 15．4 ± 4．33
　 19．3 ± fi．15
201、8 ゴ： 9、26
131、0　土　23、DO
81，2 ± 1〔レ，ユ2
76．6 ± 9．65

1328、G ± 463．72

L47．夏± 4．84
50．2　± 9．70
15．0　．土：4．71
17．1　± 5．01

205．9 ± 10．44
129．藍　±　1952

77、2　土　11，28
77，Q ± 9、95

1190．5　± 398，05

146．4 ± 6、30
48．2 ± 7．84
14．3　± 4．64
16．3 士 5．45

204．1　±　8，93
127．且　±　20．17
77、9　±　IO．65
76．3　± 8．73

1115．9　士 426．25

8．31　＊ 65．70＞ 75，80
8．64 ＊ 65＞ 75，80；70＞ 80

7．45 ＊ 65＞70，75，呂O
l箋．61　ab

　65＞70，75，呂0；70＞75，80
3．09 ＊ 75＞65，70
0．392
，270
．209
．54 ＊ 65＞ 70，75，80；7〔ユ＞ se

＊

P 〈 0．05

Tabte 　2，　 Compar ［son　of　20　componellts 　 related 　to　activity 　fjtness　of 　daily　Iiving　in　 elderly 　Korean　wQmen ．

　 Variable

Grip　Strength 〔kg｝
Ca匚ching 　adropped 　ba「 （cm ）

One　hand！apPlng　in　a　sitring　posi面 n （num 〆IOs＞
One　foot　tapping 　in　a　sitting 　PoSl1ion（num 〆10s ）
Standing　up 　and 　sinhgdown 　from 　achair （num ！lO　s）
L。g　endurance 　againstawall （s）

Am ユ curl 〔num ！30　s）
lOmwalkin 部 p。ed  

SLanding　up 　from　a　s巳pine　posi［ion 〔s＞

Wa ］king　ar。und　tw。　chairs　in　a　figure　8（s＞

Carrying　beans　usi 口 g　chopsti ¢ ks〔num130 　s）

Manipula1ing　pegs　in　a　pegbQard（num130 　s）

One 　leg　balan  with　eyes　open （s）

One 近eg　baI駄noe　with 　eyes 　closed （s＞

Functionul　reach （cm ）

Trロnk 　fiexion （cnh ）

Siにand 　reach （cm ）

Rais皿 gぬ e　armSw 瓦山 holding 　a　bar （deg ）

One　leg　raising 　wi 由 astanding 　PΩ si口on （om ）

Brea山 holdin　（s）

　 　 　 　 Age　　　　65【69
Number 　of 　SttbjeCtS 　　　 76

70−7493 75−7951 80−84　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 r

34　　　 F−v田凵oMullipte 　cornpar 監son 　　wi 山 agc

20．6　± 5．30
29．1　± 8．60
37．4　土 5．29
305 ± 6．0966

± 127
330 ± 21．1S
23．7　± 4．356
．7 十 17136

± 1．2S
28．9 ±　5389
、0 ± 2、91

36．8 ± ＃ 48

137　±　14．84
3．1 土 2．37

277 　± 6．97
12．4 ± 5．94
126 士 6．03
96．3　± 　且4．56
55．9 ± 12．6t
23．6　士　8．75

18．3 ± 4．71
27．7　± 9．01
36．8 ± 5、49
3D　9 ± 5516
．2　±　1．42

24．5　±　且8．94
23．2 ± 4．8775

± 2．1444
二L2 ．13

325 　士 6．4383
± 2．62

3S、5 ± 6．H9
、4 土 10．22
．8 ：ヒ2．Ol

26．3　± 7．17
且0．4 ± 7．98
10．4 ± 7．32
9L5 ± 20、08
514 ± 13．民9
22」　± S．75

16．塵 士 5．且9
32．4 ± 8．80
35．2 ± 4．24
2S 　5 ± 6．5057

± 150

21．4 ±　17．75
21．4 ± 50078

上 18155

ナ 2．85
383 　±　106 

76 ± 2．89
3且5　± 5．76
69 ± 9．73
2．o ± 2、15
22．2　± 6．41
7．7 土 6、9t）
8、4 ± 6、58
79．9　±　1931
448 ± 1485
20．5　土 604

L40　±　52 藍　　 1642 ＊　65＞70＞75＞80
3L6 ± 9．46　　373 「k

　70〈 75、80
36．3　⊥ 5．呂2 　　　L96　H　65＞ 75

29．8　± 5．66　　　監、76
5．5　±　1．66　　　5．96 ＊

　65＞7S、80；70＞80
172 ± 1871　 667 ＊ 60＞ 70．7．S．80
19、5 ± 5．妬 　　　7．34 ＊6S ＞ 75SO ，70．7．S＞ 8 
8、2　士　2、25　　　6、3【

’
　65＜7（♪．75，90

59 　±　2．67　　12．53v 　65、70く 75，80
420 　土　11．40 　2753 ＊　6S〈 70＜ 75＜ 言0
7．3 土 306 　　 4．1D＊ 65＞75、90

29．9　±　5．90　　18．12th　65，7〔｝＞75．90
4、2 ± 455 　　7．00＊61＞ 70．75．＄Ol　70 ＞ 8【｝
15 　± 　1　t5　　　5．99 ，　65＞ 75．呂0；70＞8e

21．6　土 6、49　　蛋0．72 宰 65，70 ＞ 7S、SO
8．8　±　4．劈呂　　　　5．33　＊　65＞ 7S、呂0；70 ＞80
9、9　± 4、23　　　5．24 ＊ 65 ＞ 75，80

770 　±　戛6．62　14．14 ＊65，70 ＞ 75、80
40、5　± 　11．98　13．38 ＊ 65JO＞ 7．5．UU
20．9 ± 7．41　　185

一‘）3s ＊

0、12 ＊

−0，L2 ＊

．  ．且1 ＊

−0、27 ＊

−0．25 ，

−02 零
＊

0．29 ＊
D，39 ＊

0．51 ＊

−023 ＊

−O．43 ＊

−o．31 ＊
−U．27 ＊

−0．35 ＊

−0、25 ＊

−0，25s
−0．37th
−0、36 ＊

−o，13 ±

’ P 〈 0．05
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Tab 】e　 3，　 First　principal 　 cempenent 　 of 　 activity

　 f辻ncss 　of 　daily！iving　in　elderly 　Korcan　women ，
  5

VariableWalking
　around 　two 　chairs 　in諭 gure　8

Manipulating　pegs　in　a 　pegboard
Standing　up 　from　a　supine 　position
One 　leg　raising 　with 　a　standing 　position
Raising　the　arms 　with 　holding　a　bar
Functional　reach

Standjng　up 　and 　sitting　down　from　a　chair

Trunk 　flexion

Grip　strength

Sit　and 　reach

Arm 　curl

10mwalking　speed

One 旦eg　baLance　with 　eyes 　open

Leg　endurance 　against 　a　wall

One　leg　balance　with 　eyes 　dosed

One 　hand　tapp 孟ng 　in　a　sitting 　position
Carry韮ng　beans　using 　chopsticks

One　foot　tapPing　in　a　sit短ng 　Position
Breath　holding

FPC ＊

−0．8210
．733

−0，7020
．6980
，6480
．5670

．54805460

．5410
．5390538

−0．516
 ．4960
．4370
．4360

．4310

．3550

．295

 ．281

一

0

山

く
山一
〇［
 

〉

 

日

Amount 　of　contribution

De　 ree　of　contribution 　to　total　variance

5．831292

＊

FPC ；first　pr至nc 重pal　 component

All　factor　loadings　 are 　significant （P ぐ O．05）

用 して 7 つ の 因子 を抽出する ときに得 られ る 回転

前の 第1主成分の 因子負荷量 を示 した．因子負荷

量 は ，

− O．237（落下 棒反応）以上 とす べ て の 項目

に つ い て 有意で あ り，20項 目の うち12項 目で 0．5

以上 の 高 い 値で あ っ た．抽出された第 1 主成分は，

貢献度5．83
， 全分散 に対する説明率29．2％ を有す

る こ とか ら，こ の 第 工主成分 は本研究で 測定 した

20項 目が 共通 に関与する能力領域で ある と推測で

きる．こ の 共通の 能力領域 を本研究で は，高齢者

の 日常生 活にお ける
「基礎活動体力」 と名づ けた．

　　 2．基礎活動体力の 年齢群間の 比較

　図 1 は，基礎活動体力 の 年齢群間の 比 較を示 し

た もの で ある．65〜69歳群 と75〜79歳群 ， 80− 84

歳群の 間，70〜74歳群 と80〜84歳群の 間，75〜79

歳群 と80〜84歳群 の 問 に有意差 （P ＜0．05）が認 め

られ，基礎活動体力 は加齢 とと もに顕著 に低下す

る傾向が観察され た．

一〇、5

　 　 　 　 　 ＊

　 　
一1　　　　　　　　 　　　　　　　　　 （yr）

　 　 　 　 65−69　　　　70−74　　　　　75−79　　　　　80−84

　 　 　 　　 　 　 　 　 Age　Group

Fig，1．　　Changes 　of 　fundamental　 activity 　fitn（｝ss

　　（FAF ）of 　daily　living　in　elder 董y　Korean　women ，

　 D ．活動体力要素の 年齢群 間の 比較

　　 1．活動体力要素 の 抽 出

　表 4 には，Normal　Varimax 基準に よる 回転後

の 因子負荷行列 を示 した．全 分散の 65．89％を説

明する 7 つ の 因子に つ い て ，因子負荷量 の 大 きさ

に着目 して 次の よ うに名付けた．まず，上 腕屈伸

力 ， 椅子の 座 り立 ち ， 握力 ， 8 の 字歩行 ， 10n1

速歩，起立 動作時間に高 い 因子負荷量 を示す第 ユ

因子は
「
筋力お よび全身移動」，長座位体前屈，

立位体前屈 ， Functional　Reach， 上肢挙上 角 ， 下

肢挙上 高に 高い 因子負荷量 を示す第 2 因子 は
「
柔

軟性」，閉眼片足立 ち，開眼片足立 ち に高 い 因子

負荷量 を示す第 3 因子 は 「バ ラ ン ス 」， 豆運 び
，

ペ グ移動に高 い 因子負荷量 を示す第 4 因子は 「上

肢 の協 調性 」 ， 足の タ ッ ピ ン グ，手 の ひ ら タ ッ ピ

ン グ に高 い 因子負荷量 を示す 第 5 因子は 「四肢の

敏捷性」 ， 息こ らえ，膝関節筋持久力に高 い 因子

負荷量 を示す第 6 因子 は
「
持久性 に 関わ る 能力」，

落下棒反応 に高 い 因子負荷量 を示す第 7 因子 は

「反応能力」 と解釈 した ．

　　 2．活動体力要素の 加齢に伴う変化

　図 2 に は
， 活動体力の 構成要素の 加齢 に伴 う変

化を示 した．すべ て の 要素が 加齢 とともに低下す

る傾向 を示 して い る が ， 構成要素 に よ っ て 低下度

の 異な る こ とが観察 され た．筋力お よび全 身の 移
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Table　4．　 Rotated　factor　pattern　 matrix 　of　activity 　fitness　of　daily　living　in　elderly 　Korean　women ．

Factor

Variable 1 2 3 4 5 6 7C ＊

Amount　of 　contribution 　　　 　　　　 　　　 　 2．811　 2．607　 i．746　 L717 　 L692 　 1．371　 1、233　13，18

Degree　of　contribution　to　total　var 隻ance （％）　　　　　　14．06　　13，04　　8．73　　8，59　　8．46　　6．86　　6．17　65．89
De　ee 　of 　contribu 重ion　to　total　communality （％）　　2L34 　 19，79　 13，25　 13，03　 12．83　 正0，41　　9．35100 ．00

＊

C − c・ mmunality

麹
噛

O
【
O
＞

の

日

Fig．2、

0，6O

，4O

．20

、0

−0．2

一〇．4
　　　　
−0．6　
　　　　
−o．8

一一  一『　 Muscle　strength 　and 　rnovemcnt 　of 　body
−一く）　　　　F且exibility

　 　　Balance
一一一

口
　　　　　One　and　both　ha皿 ds　agility

−一一
コ匿
一一一一

　　Hand　and 　foot　agility
−一一

△
一一一

　　Endurance

−一→ ← 一一
　 Reaction

　　　　　　　65−69　　70−74 　　75 −79　　80−84

　　　　　　　　　　　　　　Age　greup（yr）

Decrease　Qf　activity 　fitness（AF ）of　daily　living　with 　increasing　agc 　in　elderly 　Korean　wemen ．

Mulゆ le　comparison
　十 　　65＞ 75，80；70 ＞ 80；75＞ 80

　
−一一C ト 　　65＞ 75，80

　
−一一

圏
一一一

　　65，70＞80

　
−一一一zコ　　　　　65＞ 75，80；70＞80

　十 　十 　
一一

→ ←
一一

　NS

動 ， 柔軟性 ，
バ ラ ン ス

， 上肢 の 協調性 の 4つ の 要

素は有意（P 〈 0．05）に低下す る傾 向が見 られ た．

なか で も筋力お よ び全身の 移動 の 低下が最 も顕著

で あ っ た．しか し，四肢の 敏捷性，持久性 に 関わ

る 能力 ， 反応能力 の 3つ の 要素は有意な低下が 見

られなか っ た．

　　E ．基礎活動体 力の 推定

基礎活動体力 を推 定す るた め に 選 択 した項 目

は，第 1 因子の 場合， 「筋力」 を反映す る項 目群

と
「全身の 移動」 を反映す る項 目群の複合因子 な

N 工工
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Table　5．　 Prediction　equations 　for　fundamenta正activity　fitness　score （FAFS ）of　daily　living加
　 e［derlv　Korean　 women ，

Predi（：tion　E　 uation R SEE
（1）FAFS ＝0．143X レ3．21
（2）FAFS ＝ O．105X レ0．045×2−0．86
（3）FAFS ＝0．105Xl−0．051×2−O．037×3＋0，46

（4）FAFS ＝ O，107Xl−0．056×2−0．037×3−0．026×4＋ 0．88
（5）FAFS ＝ 0，108Xl−O．060×2−O．035×3−0．026×4−0．049× 5＋ 1．34
（6）FAFS ＝ 0．109Xl−0．062×2−0．032×3−0．023×4−0．046×5−0，011×6＋ 1．39
（7）FAFS ＝O．工10× 1−0．063× 2−0，033× 3−0．024 ×4−0．045× 5−O．OllX6＋0．OOIX7＋1．38
（8FAFS ＝ 0．108Xl −O．062×2−0，033×3−0．025×4−0，046×5−O，013×6＋0，00王X7＋0．003×8＋ 1．31

0．710　　0、707
0．797　　0．60ラ
0．824　　0．571
0．839　　0549
0．850　　0、533
0．858　　0．520
0．858　　0．520
0．861　　0，518

R ≡multiple 　correlation 　coefficent ，　SEE＝standard 　crror 　of 　estimate

Xl＝＝arm 　curl ，　X2＝walking 　around 　two　chairs 　in　a　figure　8，　X3＝one 　foot　tapping　in　 a　sitting 　position，　X4 ＝ sit

and 　 reach ，　X5・＝carrying 　beans　using 　chopsticks ，　X6＝one 　leg　balance　with 　 eyes 　 open ，　X7＝＝catching 　a　dropped
bar，　X8＝leg　endurance 　against 　a　wall

の で，筋力を代表する上腕屈伸力，全 身の移動 を

代表す る 8 の 字歩行 の 2 項目を選 んで ， 最終 的に

は 7 因子か ら 8 項目を採用する こ と に した。表 5

には，活動体力を構成する 7 つ の 要素か ら選択し

た 8 項 目に基づ く基礎活動体力 を推定する式 の精

度 を示 した．推定の 精度は項 目 の 数を追加す る と

改善され る が ， 精度の 改善度 に注 目 して推定式を

作成する こ と と した． 1 項 目を利用 した ときに ，

R ＝・O．710，SEE ＝0．707（式 1 ）， 5 項 目を用 い た

と きに ，
R ；O、850

，
　 SEE ＝0．533 （式 5），

8 項 目

全 体か ら推定 した と きに， R ＝0．861，　 SEE ＝

O．518（式 8 ）で あ っ た ．こ の 結果か ら ， 基礎活動

体力を構成要素か ら推定する と きには，必ず しも

選択 した全項 目を利用 しな くて もよい と判断で き

た．つ ま り， 全項目を利用 して も， 幾つ か の 主な

項 目を利用 し て も
， 推定の 精度に は 大差の な い こ

とが観察され た．こ の 結果か ら，本研究で は式 5

を採択 し， こ の 式か ら求め られ る値 を基礎活動体

力得点 （fundamental 　activity 　fitness　score ：FAFS ）

と定義する こ とに した．

　本分析の 目的は ，
こ の 式を利用 して個人 の 基礎

活動体力を推定 して
，

理解 しやす い 得点の 形 と し

て評価 しよ うとす る こ とで あ る．こ の式を利用 し

て個人の 基礎活動体力 を評価 して も問題 はな い ．

しか し，こ の 式 を使 う と FAFS に負 の 値 が生 じ

た り，得 られ る得点 の 絶対値が小 さ くて 分か り に

くくなる．そこ で ，得点が 0 か ら100の 範囲 に分

布 し，平均が 50点で ある こ とが理 解しやす い とい

うこ とか ら，測定値 の 99．98％が 8 ≦ H ≦ 92の 範

囲に分布す る よ うH ス コ ア に変換 した もの が次 の

式で ある．

Table　6，　 Rating　 sca 監e　 and 　 frequency　 of 　fundamenta正 activity 　 fitness

　 　 score 　of　dai正y　hving　in　elderly 　Korean　women 、

Ae （r）　　 1（Poor） 2（Fair）
一
　 3 （Avera　e） 4 （Good）　　 5 （Excellent）

65−6970
−7475
−7980
−84

H ＜ 40．OH

〈 37．7H
＜ 26．6H
＜ 19．2

40．0≦ H 〈 49，649 ．6 ≦ H ＜ 59．159 ，1≦ H ＜ 68．7

37．7≦ H〈 47，147 ．1≦ H 〈 56．656 ．6≦ H 〈 66、1
26、6≦ H ＜ 40．040 ．0≦ H ＜ 53．453 ，4≦ H ＜ 66、8
19．2≦ H ＜ 33．133 ．1≦貰｛＜ 47．047 ．0≦ H ＜ 60．1

68，7 ≦ H66

．1≦ H66
．8≦ H60
．1≦ H

Age （yr）　　1（Poor）

一：F1s｝9｝1Sl！！91．1112．（
Cli
）

2（Fair）　　　　3 （Average） 4 （Good）　　 5 （Excellent）
65−69　　　　5　（6，67＞　　　22　（29，33）
70−74　　　3　（3．23）　　　27　（29．03）
75−79　　　3　（5．88）　　　14　（27．45）
80−84　　　3　（8．82）　　　　6　（17．65）

24　（32．00）
38　（40、86）
15　（29．41）
16　（47．05）

19　（25．33）　　 5　（6．67＞
19　（20．43＞　　 6　（6．45）
15 （29．41）　 4 （7，85）
7　〈20．59）　　　2　（5，88）

Total　　　14　（553＞　　69　（27．27）　　　93　（36．76） 60　（23．72）　　　17　（6．72）
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　 FAFS ＝ 1．504　Xl− O．838 ×2
− O，489 ×3

　　　 − O．363 ×4
− O．686 ×5十 68．71（R ＝0．850）

　こ こ で
，

Xl ＝＝上 腕屈伸力，　 X2 ・＝ 8 の 字歩行，

X3＝足の タ ッ ピン グ，　 X4＝長座 位体前屈，　 X5＝

豆運 びで あ る．

　表 6 に は
， 各年代 別の H ス コ ア に よ る FAFS

の 5段階評価尺度 （表の 上段）と年代別の 分布（表

の 下段）を示 した．1 段階 （劣る）〜 5段階 （優 れ る）

に お ける
，

H ス コ ア の 値は年齢群に 適した基準で

あ る．こ の 評価尺度 に基づ い て，本研究で の対象

につ い て評価 した結果 ， 年齢群別の 分布 は ， 劣 る

3．23 − 8．82％ （平均 5．53％）， や や 劣 る 17．65 −

29．33％ （平均27．27％），普通 29．41〜47．05％ （平

均 36，76％）， や や 優 れ る 20．43〜29．41％ （平均

23．72％），優れ る と評価 された者が 5．88〜7．85％

（平均 6．72％）で あ っ た．

】v。考 察

　人間の 諸能力の 水準は
，

生命維持に必要な最 も

低い 水準か ら社会的役割を果たす能力まで非常に

幅広 い もの である．今日で は とくに ， 高齢者の 日

常生活 に 関わ る ADL を評価 する合理的，客観 的

な指標の 開発 に焦点が 当て られ て い る．活動能力

を評価す る最 も代表的なもの は，1963年 Katzら
8）

が慢性疾患 を有す る高齢者の ADL を評価する た

めに開発 した指標で あ り，こ れ は 自立 した目常生

活 を送るた め に必要 な入浴，着衣，トイレ，移動 ，

失禁の 有無，食事の 6 つ の 基 本的な能力か ら構成

されて い る．その 後 ， イ ン タビ ュ
ー

や行動観察 に

よ りや や 広範囲 の ADL を評価 す る Barthel指

標
18）

が 開発 され て い る．こ の 指標は ， 障害を有

する 高齢患者の リハ ビ リテ
ーシ ョ ン開始時の機能

水準，目標の 設定，治療効果，支援の 程度を評価

する うえで有用 な もの である．こ れ よ り高次元 の

活動能力，つ ま り器具 を使 っ た ADL ，家事や 買

い 物 などの 日常生活の 自立 に必要な能力を評価す

る IADL （instrumental　ADL ）
15）

， さらに 日常生活

にお ける社会的， 宗教的， 身体的活動能力を評価

す る AADL （advanced 　ADL ）の 尺度
2°）

な ど，活動

能力の 水準に符合す る さまざまな指標が 報告され

て い る．こ の よ うに ， 高齢者 の 日常生活における

広範囲の 活動能力の すべ て を 1 つ の 論文の 中で検

討する の は 困難で ある と思われ る ．

　 したが っ て ，本研究で 取 り上 げて い る活動体力

とそ の 評 価尺 度は，Lawt。n
⊥6）

の 能力段 階に照 ら

す と4 段 階（身体的自立）以上の 能力を評価する も

の で ある と思わ れ る，こ の ような観点を踏まえて ，

本研究で は韓国高齢女性 にお ける活動体力が加齢

に伴 っ て どの ような特徴 を示すかの検討 に焦点を

当て て い る．まず，本研究で 測定 した項目が 高齢

者の 日常生活 と密接 に関連する機能低下 をよ く捉

えて い る もの で ある の か，つ まり測定項目が妥当

性 を有する もの で ある の か を検討するため に ，各

測定項 目に つ い て 年齢群 問の 分散分析および年齢

と の相関分析の 2 点か ら調べ た，分散分析の 結果，

手の ひ らタ ッ ピ ン グ，息 こ らえの 2項 目を除 い た

すべ て の 項 目で， F 値が有意 （P 〈 O．　05）で あ り，

年齢 と の 相関は，r
＝・　LO ．11（足 の タ ッ ピン グ）か

ら r ＝0．5ユ（8 の 字歩行）の範囲 とな り， すべ て の

項 目で 有意な相関が 見 られた．こ れ らの 結果か ら
，

本研究で採用した測定項目に関連する
一
連の 動作

を成就するため に要求 され る身体的能力は加齢 と

ともに低下 し， 老化に伴 う機能低下の 程度 を反映

して い る と判断で きた．つ ま り，これ らの 項目に

基づ い て作成 した指標 を利用すれば高齢者の 日常

生活 における活動体力の 特徴 を把握す る こ とが可

能になる と推測で きる．高齢者 にお ける身体諸機

能の低下 に つ い て は
， 多方面から多 くの 報告がな

され て い る．以 下，こ れ らの 先行研究 と本研究の

結果 を比較 しなが ら， 韓国高齢女性 の 活動体力 の

特徴 に つ い て 論議する．

M 。，ry ，t 。1．（1985）
’9）

は ， 20− 86歳の 健康な女

性 を対象に
， 加齢 と筋力 との 関連 を検討した結果 ，

高齢者の 筋力は若者の 56〜78％ の 水準で ある こ と

を ， Laforest　et　al．（1990）
コ3｝

も68〜78％ の 水準 に

とどまる こ と を報告 した．Larsson 　et　aL （1979）
14）

は，ll〜70歳の 男性ll4名を対象 に，筋力の 加齢

に伴 う変化 につ い て検討 した結果，20〜29歳 まで

は増加，40〜49歳まで は現状維持 ，
50歳以上 にな

る と低下 する こ とを確認 し ， 筋力 の 低下 と直接に

関連する の は type　II（fast　twitch）筋線維の 面積の

低下 ， 筋線維の 萎縮と筋線維数の 減少で ある こ と
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を報告 した．本研究では筋力を測定する項 目と し

て 握力 と上腕屈伸力 を測定 したが ， 65− 69歳群 と

80歳 以上群 間 の 値 を比 較す る と握 力 は 20．6±

5．30kg か ら 14．0± 5．21　kg まで 6．6kg （32．0％）

減少 し，上 腕屈 伸力 は 23．7± 4．35回か ら 19．5±

5．46回 ま で 4．2回（17．72％）低下 して ， 80歳以上群

は 65− 69歳群 に比 べ て 握力は 67．69％水準，上腕

屈伸力は 82．28％水準 と握力の 低下が 顕著で あっ

た，こ の よ うに加齢とと もに筋力が低下す るの は

事実で ある が ， 筋力は 年齢の 影響の み で は な く，

ラ イ フ ス タ イ ル の 影響 を受け る こ とか ら，日頃 の

積極的な身体活動 に よ っ て 高齢者で もか な り高 い

水準 を維持する こ とが 可能で ある と報告
13 ）

され

て い る． LaBella＆ Paul （1965＞12）は，加 齢 と と

もに線維状 タ ン パ ク 質加橋 （crosslinking 　of 　the

fibrous　proteins）増加 の 仮説を確認 し，関節 の 可

動範囲 （柔軟性）が加齢 に伴 っ て 低下する こ とを考

察 した． しか し，Adrian（1981）
1）

は，柔軟性 が加

齢 とと もに低下 する の は事実であるが，こ の 低下

の 原因に な る生化的な証拠はない と述 べ て い る ．

こ の よ うに相反する理論が存在するが，本研 究で

か らだ の 柔 らか さを測定す る項 目は ，
い ずれ も加

齢 とともに有意 に低下 する こ とが認め られ
， 柔軟

性の 低下には年齢が大 きく関与する こ とが明確に

な っ た．しか し， 柔軟性 に つ い て も単 なる年齢の

影響の み で は な く，活動量の 影響 も大で ある こ と

が 数多 く報告
zll27 ）

され て い る．　 Voorrips　et　al．

（1993）
27）

は ， 身体活動量 の 多い 高齢者 は そ うで

な い 者に 比べ て 柔軟性と持久力が優れ る こ とを，

Spirduso（ユ978）
23 ）

は反応 時間には年齡 よ りも身体

的な活動量の 影響が大で ある と指摘 し，持続的な

身体活動が中枢神経機能の 効率的な維持に重要な

役割を果 た して い る こ とを報告 して い る ．また
，

Bohannon　et　aL （1984）
3）

は，20〜79歳の 高齢男女

184名を対象 に加齢 に伴 うバ ラ ン ス 能力 を調 べ た

結 果，バ ラ ン ス 能力は年齢 と高い 関連を示 し，70
〜79歳高齢者 の 場合 ， 開眼片足立 ちで 14．2± 9．3

秒 （範囲 ：1．2 − 30秒），閉眼片足立 ちで 4．3± 3．0

秒 （範圃 ：O．7〜12．7秒）と閉眼 の バ ラ ン ス 能力に

劣 る こ と を報告 した．本研究の 結果 も，65〜69歳

群 で は，開眼片足立 ち13．7± 14．84秒 ， 閉眼片足

立ち3．1± 2．37秒と Bohannon　et　a［．の 結果 と類似

する傾向が観察 されたが ，80歳以上群で は，開眼

片足立 ち4．2± 4．55秒 ， 閉眼片足立ちL5 ± 1．／5秒
とな り， 両方 とも非常 に低 い 値が得られ，と くに

高齢後期に なる とバ ラ ン ス 能力が劣る こ とが明 ら

か にな っ た．Rikli＆ Busch （1986）
21 ）

は，反応時間 ，

バ ラ ン ス
， 柔軟性，握力 と年齢や身体的活動水準

との 関連 を調べ た結果 ， 反応時間，バ ラ ン ス ，柔

軟性では活発な高齢者とそ うで はない 者 と の 間に

有意差が 認め られ ， 高齢女性の 運動パ フ ォ
ーマ ン

ス に は年齢 よ りも身体活動水準が 強 く関与す る こ

とを指摘 した．

　 こ れ らを総合する と， 加齢に伴 う諸機能の 低下

は避 けられ な い の が現状で ある ．つ まり， 高齢者

の 日常生活 を支える身体的主要素の 1 つ で ある筋

力，全身の 移動能力 ， 持久性を伴 う能力 ，
バ ラ ン

ス 能力，反応能力，柔軟性 とい っ た諸機能が低下

して い くの は 自然的で ある． しか し，そ の低下 度

を小 さくして，高齢者で もかな り高 い 水準で諸機

能の 働 きを維持する こ とが 可能で あ り， その 程度

は ラ イ フ ス タ イル に よ っ て 大 きく左右 され る もの

で ある と指摘
13 ’23 ，26 ’27 ）

され て い る．こ の ように ，

健康的に豊か な老後生活を支える基盤 に なる の は

長期間の 持続的な身体活動 を中心 とする活発 なラ

イ フ ス タイ ル の 形成で あろ う．

　本研究で は ， 高齢者の 日常生活における活動体

力に 関わ る機能の優劣関係と加齢 に伴 う変化 に つ

い て 項 目ご とに検討 したが ，こ れ ら の 関連性を よ

り明確 に把握する ため に ， 類似 した特性 をもっ て

い る項目を因子の形 と して まとめた上 で の 比較を

行 なっ た．まず，抽 出され た因子につ い て 回転前

の 第 1因子 を 「基礎活動体力」 と仮 定 して 次の分

析に進んだ．そ の 結果，高齢 前期 に相当する 65−

69歳群 と 70〜74歳群の 間 に は有意差 が見 られ な

か っ たが ， 65〜69歳群 と高齢後期 に相当する75〜

79歳群との 間に は有意差が認め られ ， 75歳以上 に

なる と活動体力が有意に低下 する ことが 明 らか に

なっ た．基礎活動体力の低下 パ タ
ー

ン にお ける も

う
一つ の 特徴的な こ とは，65〜69歳群 と70− 74歳

群間，70〜74歳群 と75〜79歳群間 には有意差が認

め られ なか っ たが ，75− 79歳群 と80歳以上 の群 間
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Table　7，　 Comparison　of 田 ean 　 arld　 standard 　deviation　b6tween　criterion （FAFS ）and

　 prediction 　equations （EQ 　5，　EQ8 ）of　fundamental　 activity 　fitness　 scQre 　 ln　 elderiy

　 Korean 　 womcn ，

Category 65−69 （yr） 70−74 （yr） 75r79（yr） 80−84　（yr）
FAFSEQ5EQ8F

−value

55．7　：ヒ　11．43
54．3　± 954
54．2　±　9．75
　 　 NS

5L2 　：ヒ　12，26
5L9 　± 　9，46

5L9 　± 　9．72

46．6 士 　14、41
46．7　± 　13．　．41
46．7　士 　13．41

39，0　：t　16．39
40，0　±　重391
40．2　：辷　14，30

NS NS NS
＊

NS ： not 　significant

には有意差が認め られた．こ の 結果か ら，高齢前

期に は基礎活動体力が緩慢 に低下す るが ，高齢後

期に なる と急激に低下 する こ とが示唆され る．さ

らに ， 活動体力を構成 する 要素 に つ い て年齢群別

に 比 較した，そ の結果，筋力お よび企 身の 移動，

柔軟性 ，
バ ラ ン ス

， ．L肢の 協調性の 4 つ の 因子得

点は有意に低下する傾 向が見られ たが，四肢の敏

捷性，持久性に関わ る能力，反応能力の 3 つ には

有意差が 認め られなか っ た．有意差が認め られた

4 つ の 因子に つ い て 年齢群間の 多重比較を行な っ

た結果，とくに筋力お よ び全身の 移動能力 で は，

基礎活動体力で 観察 された現象 と同
一

の傾 向が，

残 り3つ の 因子 に も類似 す る傾 向，
つ ま り高齢前

期 と高齢後期の 問に有意差が 認め られ，それぞれ

の特徴が現われ た．以 上 の 結果を踏まえて ，高齢

者を対象に様 々 な分析を実行 してある現象の 一側

面を究明 し よ うとする ときに
，
65歳以上 を高齢者

と定義す る と高齢期 は非常 に長 い 段階 であ り，個

人差 も非常に大である ．したが っ て ，本研究で 観

察さ れ た ように ，少な くとも高齢期を高齢前期 と

高齢後期 の 2 つ の段階 に分けて検討する考え方が

必要で あろ う．こ の 概念を成立 させ るため に は，

単なる体力の 側面だ けで は な く，医学 ， 人類学，

心埋学 ， 社会学など の 諸領域 と の協調 に よる 総合

的，学際的な研究が必要で ある と思 われ る．

　次に，基礎活動体力を推定す る方法につ い て検

討 したが ， すで に高齢者の 基礎体力あるい は活動

能力を推定する方法が幾つ か 報告
7・9・24）

されて い

る．こ れ らの 先行研究で は ， 基礎体力ある い は活

動能力 を抽出 された 因子全体か ら推定 して い る．

例 えば，金 ら
9）

は抽出 され た 8 因子か ら 8 項 目を

選択 して ，こ の 8 項 目か ら
…
般的活動能力 を推定

する式 （R ・＝0．624）を， 出村 ら
7）
は抽 出された 4 因

子を代表す る 4 項目か ら基礎体力因子を抽出する

式 （R ＝0．876）を作成 して い る． しか し， 本研究

で検討 したと こ ろ ，
8 項 目か ら推定 した ときに R

＝0．861，SEE 　＝＝　O．518 で ， 5 項匚］か ら推定 した

ときに R ＝O．85e
，
　 SEE ＝0．533 と有意 な差が 見

られ なか っ た．ま た，妥当基準 （FAFS ）， 8 項 目

か ら推定 した ときの 年代別の 平均値 ，
5 項 口か ら

推定 した ときの 平均値，つ まり 3 者の 問に は非常

に類似 した結果 （表 7）が得られた．こ の こ とか ら ，

基礎活動体力を推定する ときに は
， 必ず しも抽出

された 因子 を代表する全項 目を利用 しな くて もよ

く， 幾つ か の 代表項目を利用 して推定式を作成 し

た 方が よ り合理的で ある と判断で きた．つ ま り，

本研究で は，活動体力を構成す る 7 つ の 因子問に

は独立関係が ある とみ なして，各因子を代表す る

8 項 目を利用 して 基礎活動体力 を推定 したが，バ

ラ ン ス 能力 を測 る開眼片足立 ち，持久性 に関わる

能力 を測る膝 関節筋持久力，反応力 を反映する 落

下棒反応の 3 項 目は基礎活動体力 とは関連性が低

い と推測で きた．したが っ て，ある基礎概念 を抽

出 された因子 を利用 して推定 しよ うとする ときに

は，抽出 された全因子 を使用す る よ りも，本研究

で 検討した よ うに項目 の 追加に よ っ て 重相関係数

お よび推定 の標準誤差が ど の よ うに 変化する の か

な どを
一

つ の判断基準に して ，基礎概念 によ り強

く関連する 項 目を利用 して 簡便 な式 を作成する の

が適切で ある と推察された，

V ．結 語

　韓 困の 高齢女性の 活動体力の 特徴 につ い て加齢

に伴 う変化 を中心 に検討 した，そ の 結果，基礎活

動体力は高齢後期に相当する 75歳以上 に なる と顕

著 に低下する傾向 を示 し， 活動体力要素の 中で は
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筋力お よび全身の 移動能力が とくに加齢 とと もに

著 しく低下 する とい う知見 を得た．また
， 本研究

で 提案 した基礎活動体力 を評価す る評価尺度 は簡

便か つ 精度 も高 い こ とか ら活用の有用性が高い と

推測で きた．
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